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財団法人 新エネルギ ー 財団

1. 目 的

昭和55年『石油代替エネルギ ー 開発及び導人の促進

に関する法律』が制定され， 次世代におけるエネルギ
ー 供給の一翼を担うべき石油代賛エネルギ ーの関発か、

国の量重点課題として推進されることとなりました

このような政府の動きに呼応して、当財団は基本財

産の全額を民間出捐により昭和55年9月に設立された

公益法人で、新エネルギ ー 技術の開発及び実用化の促

進のための調査研究水力， 地熱 その他のロ ー カル

エネルキ ー の開発利用に関する調査研究及び技術の普

及向上のための事業を実施し、石油代替エネルギ ー の

普及啓蒙を行うごとにより， 我か1±1のエネルギ ー [i給

の1匈卜に努めると共に， 併せてい油代替エネルギ ー に

関する国民の理解を保め， 新エネルキ ー 産業及び地域

経済の発展に寄与しております

2. 概要

基本財産 13億円（平成3年3月）

賛助会員 184社・団体（平成3年3月）

戦 員 76名（平成3年3月）

巾哭規模 99億円（平成2年度）

1}業所 東京都港区虎ノ門1-18- I（第10森ビル）

3. 事業内容

3.1 政策提言意見具申

新エネルギ ー 技術の開発及び実用化か官民一体の叩

ましい形で進展するために， そのI郡阻点と方策なとに

ついて政府や関係機関などに意見具申， 建議， 要望等

を行って政策に反映させるよう活動を行っております．

3.2 広報， 啓発情報収集・提供事業

(l)石油代替エネルギ ー に関する知識や， その重要性な

どについて， 社会全般国民の一人一人の関心事と

して高揚させるよう， 広報， 普及， 啓蒙活動を行っ

ております．

12)当財団の組織と会員相互の連携を通して， 石油代替

エネルギ ー に関する情報を収集し， これを会員， 関

連機関及び地方公共団体などに『新エネルギ ー プラ

ザ』などの広報誌を通して， 随時提供しております

3.3調査研究事業

(I)新エネルギ ー 関連産業か望ましい形で発展して行く

ための社会基盤整備の方策， 新エネルギ ー 技術の企

業化のための内外市場開拓など， 新エネルギ ー 技術

の間発企業化促進に閃する調査， 研究を行ってお

ります

(2)新エネルギ ー 技術の開発， 導入・促進に関する調査

・研究を行うと共に， 太陽燃料電池， 石炭， 風力，

波力， 水索， バ イオマスなどのいわゆるロ ー カルエ

ネルギ ー をはじめ， 水）］， 地熱などの開発利用に関

する調査， 研究及び実用化指導を行っております

(3)電力需要ピ ー クの安定供給を図るために， 電カエネ

ルギ ー を夜間などのオフピ ー ク時に貯蔵l， 昼間の

ピ ー ク叶に発電するエネルギ ー 貯蔵効果を｛］する新

型貯蔵邸屯源(JT:縮主気エネルギ ー 貯蔵発軍(CA

ES-G/T)）に関する調査研究を行っておりま

す．

3.4 海外交流事業

新エネルキ ー の技術閏発と実用化促進について， 海

外の新エネルギ ー 諸機関を訪問し， 提携・交流を行う

ことにより， 中・長期視点に立った新エネルギ ー の技

術開発の動向． 導入方策， 更には国際協力の作り方な

どについで情報交換を行っております．

また， 内外の新エネルギ ー 開発政策， 開発利用及び

企業化の現状と展叩を明らかにすると共に， 今後の新

エネルギ ー 技術開発利用及び課題について吋論する

ために『新エネルギ ー 1庄業シンポジウム」を開催して

おります．

3.5 利子補給事業

(1)ロ ー カルエネルギ ー の開発利用を促進するため， 事

業者か低和」の融資を受けられるよう， 令融棧関を通

じ禾ljf補給を行っております．

(2)中小水力発軍の初期発電原価を低減して， 中小水力

の開発促進を図るため， 公営電気事業者等に水力の

建設に対する利子補給を行っております

所在地 ． 〒1応東京都港1X虎ノ門1 -18-- 1 

（第10森ビル）

（文責：新エネルギ ー 推進本部企画部企画課課長代理

新国 禎倖）
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